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働
く
人
シ
リ
ー
ズ
61　
観
光
農
園
業

　
観
光
農
園
で
は
、
年
間
を
通
し
て
剪
定
や
草
刈
り
な
ど
を
行
い

ま
す
。
丹
念
に
育
て
た
果
樹
で
、
来
園
者
に
収
穫
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
く
仕
事
で
す
。

�

（
裏
表
紙
に
関
連
記
事
を
掲
載
）



第
２
回
定
例
会

第
２
回
定
例
会

令
和
８
年

令
和
８
年

　
令
和
8
年
第
2
回
定
例
会
で
は
、
一
般
会
計
補
正
予

算
を
は
じ
め
、
市
立
福
岡
中
学
校
校
舎
Ａ
棟
長
寿
命
化

予
防
改
修
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結
、
市
総
合
体
育

館
空
調
設
備
設
置
等
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結
な
ど
、

市
長
提
出
議
案
19
件
及
び
委
員
会
提
出
議
案
１
件
に
つ

い
て
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
全
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
安
全
・
安
心
な
医
療
・
介
護
の
実
現
の
た
め

の
人
材
確
保
と
処
遇
改
善
を
求
め
る
意
見
書
を
含
む
2

件
の
意
見
書
は
、
い
ず
れ
も
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

１
６

19
６

◆
議
案
に
対
す
る
質
疑

青

藍

会	

鈴
木　
宏
樹�

議
員

チ
ー
ム
ふ
じ
み
野	

小
林　
久
美�

議
員

日
本
共
産
党	

床
井　
紀
範�

議
員

会
派
外
の
議
員	

民
部　
佳
代�

議
員

本会議・委員会での質疑をまとめています。本会議・委員会での質疑をまとめています。
議 案 審 議

条例改正
賛成多数で可決

変更契約
賛成多数で可決

　
旧
上
福
岡
西
公
民
館
を
改
修
し
た
中
央
文
化
施
設

ふ
じ
み
野
ス
テ
ラ
・
セ
ン
ト
ラ
ル
の
開
館
に
向
け
、

文
化
施
設
条
例
に
位
置
付
け
、
管
理
運
営
や
使
用
料

な
ど
を
定
め
る
条
例
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
福
岡
中
学
校
改
修
工
事
の
変
更
契
約
に
つ
い
て
は
、
議
会
で
議
決
を
経
る
前
に
工

事
が
着
手
さ
れ
ま
し
た
。

　
委
員
会
で
は
論
点
整
理
の
た
め
の
委
員
間
討
議
を
行
い
ま
し
た
。
本
会
議
で
は
、

変
更
契
約
に
つ
い
て
は
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
原
因
究
明
と
再
発
防
止
策
の
策
定
、
公
表
を
求
め
る
附
帯
決
議
を
行
い
ま

し
た
。

文
化
施
設
ふ
じ
み
野

ス
テ
ラ
・
セ
ン
ト
ラ
ル

普
通
教
室
化
及
び

エ
ア
コ
ン
設
置
等
の
変
更
契
約

市
立
文
化
施
設
条
例
の
一
部
改
正

市
立
福
岡
中
学
校
校
舎
Ａ
棟
長
寿
命
化

予
防
改
修
工
事
請
負
変
更
契
約

　
ど
の
よ
う
な
施
設
と
し

て
整
備
さ
れ
る
の
か
。

　
ス
テ
ラ
・
イ
ー
ス
ト
や

ス
テ
ラ
・
ウ
ェ
ス
ト
と
同
様

に
、
文
化
芸
術
と
生
涯
学
習

の
拠
点
と
し
て
、
地
域
住
民

が
集
い
、
交
流
し
、
継
続
的

な
活
動
が
促
進
さ
れ
る
場
と

し
て
整
備
す
る
。
ま
た
、
開

館
時
間
や
休
館
日
、
貸
出
時

間
区
分
等
は
既
存
施
設
と
の

バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
て
設
定

す
る
。

　
市
民
利
用
と
営
利
目
的

利
用
と
の
違
い
は
。

　
市
内
の
個
人
や
市
民
団

体
の
利
用
促
進
を
図
る
。
営

　
契
約
変
更
に
至
っ
た
経

緯
と
追
加
工
事
の
理
由
は
。

　
当
初
は
躯
体
の
長
寿
命

化
と
内
部
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

を
計
画
し
て
い
た
が
、
生
徒

数
の
増
加
や
35
人
学
級
編
制

へ
の
対
応
に
よ
り
、
令
和
9

年
度
に
普
通
教
室
が
3
教
室

不
足
す
る
見
込
み
と
な
っ
た
。

そ
の
た
め
、
本
工
事
内
で
教

室
の
改
修
を
追
加
す
る
こ
と

と
し
た
。

　
ま
た
、
学
校
か
ら
の
要
望

に
よ
り
多
目
的
室
等
へ
の
エ

ア
コ
ン
設
置
を
追
加
し
、
水

銀
灯
の
生
産
終
了
等
を
見
据

え
て
、
外
部
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
も
今
回
併
せ
て
実
施
す
る

こ
と
と
し
た
。

　
工
種
別
の
積
算
は
ど
の

り
、
適
切
で
は
な
か
っ
た
と

認
識
し
て
い
る
。

　
議
決
を
求
め
る
の
は
、

事
後
的
に
承
認
を
求
め
て
い

る
と
理
解
し
て
よ
い
か
。

　
結
果
的
に
そ
の
よ
う
な

形
に
な
る
。

　
議
決
す
る
こ
と
で
何
か

影
響
が
あ
る
の
か
。

　
議
決
に
よ
り
手
続
の
瑕か

疵し

が
治
癒
さ
れ
、
変
更
契
約

が
有
効
に
な
る
と
考
え
て
い

る
。

　
瑕か

疵し

の
治
癒
の
内
容
は
。

　
本
契
約
前
に
工
事
着
工

し
ほ
ぼ
完
了
し
て
い
る
と
こ

ろ
の
取
扱
い
が
、
議
決
に
よ

り
治
癒
さ
れ
、
工
事
の
成
果

が
有
効
と
な
り
、
本
契
約
す

る
こ
と
で
契
約
と
し
て
成
立

利
目
的
と
す
る
利
用
の
使
用

料
は
２
・
５
倍
、
市
外
在
住

の
利
用
者
は
2
倍
に
設
定
し

て
い
る
。
ま
た
、
市
内
利
用

者
を
優
先
し
た
予
約
抽
選
を

予
定
し
て
い
る
。

　
使
用
料
設
定
の
考
え
方

は
。

　
受
益
と
負
担
の
適
正
化

に
向
け
た
使
用
料
算
定
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
踏
ま
え
て
設
定
し

た
。
ま
た
、
地
下
ホ
ー
ル
は

移
動
観
覧
席
を
使
用
し
な
い

場
合
は
料
金
を
半
額
と
し
、

市
民
に
利
用
し
や
す
い
施
設

と
な
る
よ
う
図
っ
て
い
る
。

よ
う
に
行
っ
た
の
か
。

　
市
に
お
い
て
、
工
事
監

理
事
務
所
が
作
成
し
た
変
更

設
計
内
訳
書
案
を
、
県
の
標

準
単
価
等
に
基
づ
き
精
査
し

積
算
し
た
。

　
当
初
設
計
の
段
階
で
は
、

追
加
工
事
は
含
ま
れ
て
い
な

か
っ
た
の
か
。

　
含
ま
れ
て
い
な
い
。
当

初
契
約
締
結
後
の
協
議
の
中

で
、
本
工
事
で
対
応
す
る
こ

と
を
決
定
し
た
。

　

議
決
前
に
工
事
を
着

手
・
完
了
さ
せ
て
い
る
が
、

地
方
自
治
法
や
条
例
に
基
づ

く
手
続
と
し
て
適
切
だ
っ
た

の
か
。

　
本
来
で
あ
れ
ば
議
決
を

得
た
後
に
着
手
す
べ
き
で
あ

す
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

　
原
因
究
明
と
再
発
防
止

策
は
。

　
議
会
承
認
前
に
着
手
し

て
は
い
け
な
い
と
い
う
ル
ー

ル
を
失
念
し
て
い
た
。
加
え

て
、
課
内
の
チ
ェ
ッ
ク
不
足

や
、
部
署
を
ま
た
ぐ
チ
ェ
ッ

ク
体
制
も
甘
か
っ
た
こ
と
が

原
因
で
あ
る
。

　
再
発
防
止
と
信
頼
回
復
の

た
め
、
契
約
制
度
等
の
研
修

を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

附
帯
決
議（
主
意
抜
粋
）

１　

�

徹
底
的
な
原
因
究
明
を

行
い
、
契
約
事
務
に
関

す
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
意
識
の
徹
底
を
図
る

こ
と
。

２　

�

重
大
な
事
案
が
発
生
し

た
際
、
迅
速
か
つ
確
実

に
情
報
が
共
有
さ
れ
る

よ
う
、
再
発
防
止
策
を

策
定
、
公
表
す
る
こ
と
。

文
化
や
学
校
施
設

文
化
や
学
校
施
設

公
園
な
ど
の
環
境
改
善
進
む

公
園
な
ど
の
環
境
改
善
進
む

補正予算
全員賛成で可決

　
倒
木
発
生
を
受
け
、
樹
木
の
安
全
管
理
を
計
画
的

に
進
め
、
安
心
し
て
利
用
で
き
る
公
園
環
境
を
整
え

る
た
め
、
福
岡
中
央
公
園
の
樹
木
再
整
備
計
画
を
前

倒
し
で
策
定
す
る
補
正
予
算
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

福
岡
中
央
公
園
の

樹
木
再
整
備
へ

令
和
８
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
樹
木
再
整
備
計
画
策
定

業
務
委
託
料
を
補
正
予
算
と

し
て
計
上
し
た
経
緯
は
。

　
当
初
は
令
和
9
年
度
に

計
画
策
定
に
着
手
す
る
予
定

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
年
度

当
初
に
国
か
ら
都
市
公
園
樹

木
の
適
正
管
理
に
関
す
る
通

知
が
あ
っ
た
こ
と
、
昨
年
8

月
に
福
岡
中
央
公
園
で
倒
木

が
発
生
し
た
こ
と
を
受
け
、

樹
木
診
断
を
実
施
し
た
。

　
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
計

画
を
立
て
、
来
年
度
当
初
に

整
備
す
る
た
め
前
倒
し
し
て

実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
計
画
策
定
で
は
ど
の
よ

う
な
内
容
を
検
討
す
る
の
か
。

　
現
地
調
査
に
よ
る
樹
木

の
状
況
把
握
や
分
析
、
課
題

整
理
を
行
っ
た
上
で
、
桜
の

健
全
度
評
価
や
整
備
手
法
の

検
討
、
基
本
計
画
図
の
作
成

な
ど
を
進
め
る
。

　
計
画
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

市
民
へ
周
知
す
る
た
め
の
看

板
設
置
も
予
定
し
て
い
る
。

　
再
整
備
の
対
象
と
な
る

樹
木
の
考
え
方
は
。

　
現
在
健
全
と
判
断
さ
れ

る
樹
木
に
つ
い
て
も
、
10
年

先
を
見
据
え
る
と
更
新
が
必

要
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
健
全
な
樹
木
も

含
め
て
計
画
の
対
象
と
し
、

安
全
性
の
確
保
と
良
好
な
公

園
環
境
の
維
持
を
図
り
な
が

ら
再
整
備
を
進
め
て
い
く
。

ふじみ野ステラ・セントラル完成予定図
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令和８年第２回定例会の提出議案等と審議結果
●全会一致で可決した議案等
議案等番号 議案名 議決結果 議案等番号 議案名 議決結果

第４1号	
議 案

専決処分の承認を求めることについて
（令和８年度ふじみ野市一般会計補正予算
（第１号））

承　認 第５２号	
議 案

ふじみ野市水道事業及び下水道事業の設置
等に関する条例の一部を改正する条例 可　決

第４２号	
議 案

専決処分の承認を求めることについて
（令和８年度ふじみ野市国民健康保険特別
会計補正予算（第１号））

承　認 第５３号	
議 案

ふじみ野市監査委員に関する条例の一部を
改正する条例 可　決

第４３号	
議 案

専決処分の承認を求めることについて
（ふじみ野市税条例の一部を改正する条例） 承　認 第５４号	

議 案
文化施設（上福岡西公民館分）大規模改修
工事請負変更契約の締結について 可　決

第４４号	
議 案

専決処分の承認を求めることについて
（ふじみ野市都市計画税条例の一部を改正
する条例）

承　認 第５５号	
議 案

ふじみ野市総合体育館空調設備設置等工事
請負変更契約の締結について 可　決

第４６号	
議 案

令和８年度ふじみ野市一般会計補正予算
（第２号） 可　決 第５７号	

議 案 財産の取得について 可　決

第４７号	
議 案

令和８年度ふじみ野市国民健康保険特別
会計補正予算（第２号） 可　決 第５８号	

議 案 財産の取得について 可　決

第４９号	
議 案 ふじみ野市税条例の一部を改正する条例 可　決 第５９号	

議 案 ふじみ野市道路線の認定について 可　決

第５０号	
議 案 ふじみ野市印鑑条例の一部を改正する条例 可　決 委第１号	

議 案
市長の専決処分事項の指定についての一部
を改正することについて 可　決

記
１　公金受取口座の原則活用による事務一元化
２　国による情報連携システムの構築と支援
� 送付日：令和８年６月19日（主意抜粋）

　給付付き税額控除の導入に向け、公金受取口座の活用と自治体の事務負担軽減を国に求める意
見書を可決し、関係機関へ提出しました。

地方公共団体の事務負担軽減に向けた
公金受取口座の活用に関する意見書

意 見 書
賛成多数で可決

　医療・介護現場の深刻な人材不足や勤務環境の課題を踏まえ、安全・安心なサービス提供体制
の維持に向けた意見書を可決し、関係機関へ提出しました。

安全・安心な医療・介護の実現のための
人材確保と処遇改善を求める意見書

意 見 書
賛成多数で可決

記
１　必要な人員を確保できるよう、地域の実情に応じた支援と安定した財源措置
２　夜勤の負担軽減に向け、働き方改善のための制度整備と移行支援
３　処遇改善と地域間格差の是正、人材流出を抑制するための財政支援�

送付日：令和８年６月19日（主意抜粋）

●賛否が分かれた議案等� 〇：賛成　　×：反対    

議
案
等
番
号

議案等名
議
決
結
果

青　藍　会 チームふじみ野 公明党

日
本
共
産
党

会
派
に
属
さ
な
い

会
派
に
属
さ
な
い

野
口　
一
也

田
中　
早
苗

川
島　
秀
男

前
田　
広
子

鈴
木　
宏
樹

板
倉　
　
篤

加
藤　
恵
一

小
林　
憲
人

山
田　
敏
夫

小
林　
久
美

坪
田　
敏
孝

近
藤　
善
則

原
田　
雄
一

鈴
木
啓
太
郎

古
越　
孝
子

鈴
木　
美
恵

川
畑　
京
子

床
井　
紀
範

塚
越　
洋
一

金
濵　
高
顕

民
部　
佳
代

第４５号	
議 案

専決処分の承認を求めることについて（ふじみ野
市国民健康保険税条例の一部を改正する条例）

承
認○○○○○○議

長○○○○○○○○○○××○○

第４８号	
議 案

ふじみ野市地方教育行政の組織及び運営に関する
法律に基づく職務権限の特例に関する条例の一部
を改正する条例

可
決○○○○○○議

長○○○○○○○○○○××○○

第５１号	
議 案 ふじみ野市立文化施設条例の一部を改正する条例 可

決○○○○○○議
長○○○×××○○○○××○○

第５６号	
議 案

ふじみ野市立福岡中学校校舎Ａ棟長寿命化予防改
修工事請負変更契約の締結について

可
決○○○○○○議

長○○×××××○○○××○○

議第３号	
議 案

安全・安心な医療・介護の実現のための人材確保
と処遇改善を求める意見書

可
決○○○○○○議

長○○○×××○○○○○○○○

議第４号	
議 案

地方公共団体の事務負担軽減に向けた公金受取口
座の活用に関する意見書

可
決○○○○○○議

長○○○×××○○○○○○○○

動　　議 福岡中学校Ａ棟長寿命化予防改修工事にかかる調
査特別委員会設置を求める動議

否
決××××××議

長××○○○○○×××××××

動　　議
第56号議案　ふじみ野市立福岡中学校校舎Ａ棟
長寿命化予防改修工事請負変更契約の締結につい
てに対する附帯決議に関する動議

可
決○○○○○○議

長○○退
席
退
席
退
席
退
席
退
席○○○○○○○

動　　議 地方自治法違反の疑いのある工事等の調査に関する
動議

否
決××××××議

長××○○○○○×××××××

※議長は採決には加わっていません。

　議会報告会では、委員会から議会の概要や委員会活動につい
て説明を行った後、学生と卒業生が地域課題に関する取り組み
を発表しました。
　意見交換会では、空き店舗対策について、学生から多くの意
見が寄せられました。
・空き店舗を子どもの居場所や多世代交流の場に
・活動内容の情報発信をもっと行っては
・活動継続のための行政支援と地域連携の必要性

　6月24日、連携協定を結ぶ文京学院大学の学生や卒業生を招き、議会報告会及び意見交換会を開催
しました。空き店舗対策をテーマに、学生と意見交換を行いました。

市民・都市常任委員会議会報告会

空き店舗対策と地域づくりについて意見交換

　意見交換会では多くの参加者から意見が寄せられました。
意見交換会での意見
・第三の居場所がほしい
・適応指導教室の時間制限をなくしてほしい
・保護者同士で情報の共有や相談の場となる集いがほしい
・保護者の負担が大きい（経済面や送迎、つきっきりになる）
・小学校にもさわやか相談室を設置してほしい
・今後もこのような会を開催してほしい
・総務・教育常任委員会の活動が分かって良かった

　5月16日、産業文化センターギャラリーにて、令和8年度の当初予算の概要を説明し、令和7年度
実施の視察報告を行いました。そして、不登校支援とこれからをテーマに意見交換が行われました。

総務・教育常任委員会議会報告会

不登校支援について意見交換
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一 般 質 問

市政市政をを
問問うう !!
　一般質問とは、議員が市政全般にわたり、市の考えを問うものです。今回の議会では、16 人
の議員が一般質問を行いました。掲載した内容は各議員本人が要約したものです。なお、全ての
質問と回答は市議会ホームページの会議録で閲覧できます。（８月下旬掲載予定）

一般
質問

　
情
報
公
開
の
精
神
に
基

づ
き
、
公
開
を
行
う
自
治
体

が
増
え
て
い
る
。
事
業
課
の

要
求
額
、
審
査
意
見
、
審
査

結
果
な
ど
公
開
す
る
考
え
は
。

　
丁
寧
な
説
明
資
料
を
作

成
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の

た
め
の
業
務
負
担
も
課
題
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で

公
開
す
る
予
定
は
な
い
。

行
政
部
門
に
よ
る

い
じ
め
対
応
部
門
の
設
置

　
小
・
中
学
校
で
の
い
じ

め
に
つ
い
て
の
行
政
部
門
に

よ
る
対
応
に
つ
い
て
は
、
大

阪
府
寝
屋
川
市
の
監
察
課
を

通
じ
た
取
り
組
み
が

知
ら
れ
て
い
る
。
い

じ
め
が
継
続
し
て
い

る
状
況
で
、
別
の
選

択
肢
が
あ
る
こ
と
は
、

被
害
者
を
早
急
に
救

済
す
る
点
か
ら
も
不

可
欠
と
考
え
る
。
い

じ
め
対
応
部
門
の
設

置
の
考
え
は
。

　
公
園
内
で

の
盗
難
・
置
き

引
き
等
の
被
害

や
防
犯
対
策
の

状
況
は
。

　
令
和
6
年

1
月
に
運
動
公

園
で
置
き
引
き

被
害
が
報
告
さ

れ
、
被
害
防
止

の
た
め
無
料
ロ

ッ
カ
ー
を
設
置
し
て
い
る
。

　
運
動
公
園
や
第
2
運
動
公

園
で
被
害
が
発
生
し
た
場
合

は
、
指
定
管
理
者
か
ら
市
へ

報
告
が
行
わ
れ
る
。
ま
た
、

樹
木
の
定
期
的
な
剪
定
や
公

園
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
実
施
し
、

市
内
10
ヵ
所
に
防
犯
カ
メ
ラ

付
き
自
動
販
売
機
を
設
置
し

て
い
る
。

停
電
時
の
防
犯
灯
整
備

　
災
害
等
に
よ
る
停
電
発

生
時
の
防
犯
灯
の
対
応
は
。

　
市
の
道
路
照
明
灯
及
び

防
犯
灯
の
大
部
分
は
停
電
時

　
事
前
協
議
の
留
意
点
は
。

　
現
在
は
事
前
相
談
の
段

階
で
あ
る
。

　
開
発
区
域
は
、
旧
西
友
及

び
旧
東
武
ス
ト
ア
跡
地
、
東

武
鉄
道
が
所
有
す
る
旧
東
武

ス
ト
ア
の
敷
地
内
通
路
、
旧

森
田
ビ
ル
及
び
現
在
使
用
し

て
い
な
い
鉄
道
用
地
の
一
部

を
含
め
た
一
体
的
な
開
発
が

計
画
さ
れ
て
い
る
。

　
予
定
建
築
物
は
、
東
武
鉄

道
が
共
同
住
宅
、
東
武
ス
ト

ア
が
店
舗
と
テ
ナ
ン
ト
を
計

画
し
て
い
る
。

　
本
市
の
生
成
Ａ
Ｉ
の
導

入
状
況
は
。

　
令
和
6
年
度
か
ら
全
職

員
を
対
象
に
、
チ
ャ
ッ
ト
シ

ス
テ
ム
上
で
生
成
Ａ
Ｉ
を
活

用
し
て
お
り
、
令
和
7
年
度

は
延
べ
約
2
万
回
の
利
用
実

績
が
あ
っ
た
。

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定

状
況
は
。

　
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が

策
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
今

後
、
本
市
の
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
や
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
見
直
し
を
進
め
て
い

く
。

　
今
後
の
利
活
用
は
。

　
本
年
度
は
生
成
Ａ
Ｉ

連
動
型
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア

の
導
入
に
向
け
た
調
達
を

進
め
て
い
る
。

　
職
員
研
修
の
予
定
は
。

　
令
和
8
年
度
に
全
職

員
を
対
象
と
し
た
研
修
を

実
施
し
、
メ
リ
ッ
ト
だ
け

で
な
く
リ
ス
ク
に
つ
い
て

も
理
解
を
深
め
る
。

　
大
規
模
災
害
発
生
時
の

拠
点
救
護
所
と
し
て
動
線
確

保
の
た
め
、
通
路
の
ガ
ラ
ス

ド
ア
の
見
直
し
の
考
え
は
。

　
通
路
の
耐
熱
強
化
ガ
ラ

ス
の
安
全
性
を
踏
ま
え
つ
つ
、

飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
等
の
有

効
手
段
を
調
査
し
初
動
体
制

の
構
築
に
努
め
て
い
く
考
え

で
あ
る
。

　
代
替
動
線
の
考
え
は
。

　
関
係
職
員
や
指
定
管
理

者
等
と
共
有
確
認
し
有
事
の

際
も
、
混
乱
す
る
こ
と
の
な

い
よ
う
、
代
替
動
線
を
含
め

て
、
考
え
て
い
く
。

　
い
じ
め
解
消
に
向
け
た

支
援
、
相
談
体
制
を
既
に
実

施
し
て
い
る
。

介
護
給
付
費
・
訓
練
等

給
付
費
の
増
加

　
令
和
元
年
度
決
算
額
と

６
年
度
を
比
べ
る
と
、
5
年

で
１
・
58
倍
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
要
因
分
析
と
対
応
を
伺

う
。

　
利
用
者
の
増
加
、
利
用

者
１
人
当
た
り
の
給
付
費
の

増
加
、
事
業
者
の
新
規
開
設

や
事
業
拡
大
の
増
加
な
ど
、

３
点
の
要
因
に
よ
る
。

に
消
灯
す
る
が
、
東
京
電
力

と
の
協
定
等
に
基
づ
き
迅
速

な
停
電
復
旧
に
努
め
、
自
主

防
災
組
織
に
よ
る
防
災
資
機

材
の
整
備
を
支
援
し
て
い
る
。

　
災
害
時
の
夜
間
の
安
全

確
保
と
今
後
の
防
犯
灯
整
備

の
考
え
方
は
。

　
自
助
に
よ
る
備
え
も
重

要
で
あ
る
。
今
後
、
指
定
避

難
所
へ
通
じ
る
主
要
道
路
の

蓄
電
池
型
や
ソ
ー
ラ
ー
型
照

明
灯
に
つ
い
て
は
、
課
題
を

踏
ま
え
他
自
治
体
の
事
例
も

参
考
に
調
査
・
研
究
を
進
め

て
い
く
。

民
間
の
認
可
保
育
園
に

対
す
る
支
援

　
保
育
士
の
処
遇
改
善
と

施
設
用
地
費
の
見
直
し
の
関

係
は
。

　
令
和
7
年
度
は
保
育
士

給
与
調
整
額
と
施
設
用
地
の

賃
借
料
補
助
の
合
計
額
が
令

和
6
年
度
と
比
較
し
て
減
額

に
な
っ
た
園
は
経
過
措
置
と

し
て
そ
の
差
額
分
の
全
額
を

補
助
し
て
お
り
、
令
和
8
年

度
に
お
い
て
は
差
額
の
２
分

の
１
を
補
助
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

　
影
響
を
受
け
た
認
可
保

育
園
と
影
響
額
は
。

　
令
和
６
年
度
と
比
べ
て

マ
イ
ナ
ス
の
認
可
保
育
園
が

4
園
で
あ
る
。
影
響
額
は

４
万
円
か
ら
１
０
０
万
円
の

間
で
あ
る
。

　
施
設
用
地
費
の
減
額
は
、

こ
れ
以
上
行
う
べ
き
で
は
な

い
が
、
市
の
見
解
は
。

　
現
在
の
と
こ
ろ
、
見
直

し
は
考
え
て
い
な
い
。

プ
レ
イ
パ
ー
ク
の

実
現
に
向
け
た
支
援
を

　
市
民
団
体
等
の
自
主
的

な
活
動
を
、
安
全
か
つ
円
滑

に
進
め
る
た
め
に
、
で
き
る

支
援
は
あ
る
か
。

　
場
所
の
確
保
や
遊
び
道

具
等
の
保
管
場
所
な
ど
に
つ

い
て
、
団
体
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
支
援
を
検
討
す
る
。

　
火
気
使
用
の
手
続
は
。

　
施
設
管
理
部
署
や
学
校

へ
事
前
に
相
談
し
、
必
要
な

手
続
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

指
定
管
理
者
導
入
施
設

の
設
備
更
新

　
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
と
光

熱
費
の
考
え
は
。

　
指
定
管
理
者
か
ら
の
事

業
報
告
書
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

結
果
を
把
握
し
、
連
携
を
図

り
な
が
ら
適
切
な
設
備
更
新

を
推
進
し
て
い
く
。
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
化
に
よ
り
光
熱
費
等

の
維
持
管
理
コ
ス
ト
削
減
を

実
現
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
と
環
境
保
護
の
両
立
を

目
指
し
て
い
く
。

災
害
時
を
想
定
し
た

市
民
の
薬
の
備
え

　
薬
の
備
え
や
お
薬
手
帳

の
周
知
・
啓
発
の
考
え
は
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
、
市
報
等
、
今

年
度
作
成
を
予
定
し
て
い
る

防
災
ブ
ッ
ク
に
、
医
薬
品
な

ど
の
準
備
や
お
薬
手
帳
の
携

帯
に
つ
い
て
掲
載
し
、
周

知
・
啓
発
を
し
て
い
く
。

坪
田　
敏
孝 

議
員

予
算
編
成
過
程
の

公
開

古
越　
孝
子 

議
員

公
園
の
防
犯
対
策

床
井　
紀
範 

議
員

旧
西
友
上
福
岡
店
跡

地
の
今
後
は

川
畑　
京
子 

議
員

生
成
Ａ
Ｉ
の
積
極
的

活
用
を 田

中　
早
苗 

議
員

保
健
セ
ン
タ
ー
の

安
全
と
動
線

国でも、学校外でのいじめ解消への
取り組みが進められている（こども
家庭庁ホームページより）

プレイパークで遊ぶ子どもたち(生成AIで作成)

安全な扉に変更を

公園の安全を守る

旧西友跡地
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富
士
山
噴
火
に
備
え
た

防
災
対
策
は
。

　
灰
は
鋭
い
角
の
あ
る
ガ

ラ
ス
や
鉱
物
結
晶
で
あ
り
、

肺
な
ど
に
入
る
と
呼
吸
困
難

や
肺
気
腫
を
起
こ
す
場
合
が

あ
る
。
火
山
灰
が
電
線
に
付

着
し
雨
に
濡
れ
る
と
が
い
し

か
ら
漏
電
し
て
停
電
が
起
き

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　
降
灰
状
況
を
市
民
へ
周
知

し
、
マ
ス
ク
や
ゴ
ー
グ
ル
着

用
な
ど
取
る
べ
き
行
動
を
発

信
す
る
。

　
火
山
灰
の
処
分
は
。

　
法
令
上
、
火
山
灰
は
廃

棄
物
で
は
な
い
た
め
、
環
境

セ
ン
タ
ー
で
は
処
理
で
き
な

い
こ
と
か
ら
、
国
・
県
な
ど

の
方
針
や
各
自
治
体
の
状
況

を
勘
案
し
な
が
ら
本
市
に
あ

っ
た
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
努

め
る
。

地
域
の
絆
を
支
え
る

自
治
組
織

　
今
後
の
支
援
は
。

　

運
営
費
補
助
金
は
、

13
万
1
千
円
を
基
礎
額
と
し

各
自
治
組
織
の
区
域
内
に
お

け
る
住
民
登
録
世
帯
数
へ

１
５
０
円
を
乗
じ
た
金
額
が

基
準
で
あ
る
。
今
後
は
各
自

治
組
織
の
声
を
参
考
に
よ
り

利
用
し
や
す
い
制
度
と
な
る

よ
う
、
協
議
を
進
め
る
。

次
世
代
へ
つ
な
ぐ

博
物
館

　
充
実
に
向
け
、
今
後
の

取
り
組
み
は
。

　
周
知
啓
発
や
人
的
支
援
、

物
品
販
売
、
マ
ッ
プ
の
作
成

な
ど
市
民
が
親
し
み
を
持
っ

て
学
べ
る
、
地
域
交
流
の
場

に
な
る
よ
う
な
活
動
を
行
う
。

一 般 質 問 一 般 質 問
　
大
規
模
地
震
発
生
後
の

通
電
火
災
に
つ
い
て
大
き
な

問
題
と
考
え
る
。
感
震
ブ
レ

ー
カ
ー
の
有
効
性
が
国
や
消

防
庁
等
か
ら
も
示
さ
れ
て
い

る
が
、
一
般
家
庭
へ
の
普
及

は
十
分
と
は
言
え
な
い
こ
と

か
ら
補
助
制
度
を
創
設
し
て

ほ
し
い
。

　
補
助
の
創
設
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
現
在
の
市
内
経
済
に
対

す
る
市
の
認
識
は
。

　
本
市
に
お
い
て
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
食
料
品
価
格
等
の
物

価
高
騰
の
影
響
に
よ
り
、
消

費
の
落
ち
込
み
は
、
深
刻
な

状
況
と
認
識
し
て
お
り
、
市

民
や
事
業
者
と
も
大
き
な
影

響
が
想
定
さ
れ
る
。
市
内
の

経
済
状
況
は
今
後
も
注
視
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

　
7
月
1
日
か
ら
使
用
が

始
ま
る
ク
ー
ポ
ン
券
の
意
義

は
。

　
令
和
8
年
度
の
ク
ー
ポ

ン
券
は
令
和
6
年
度
と
比
べ
、

一
人
当
た
り
の
給
付
を
１
千

円
増
額
し
、
４
千
円
と
し
た

ほ
か
、
使
用
期
間
を
2
ヵ
月

延
長
す
る
な
ど
、
よ
り
高
い

経
済
効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う

制
度
設
計
を
行
っ
た
。

　
本
事
業
は
、
市
民
へ
の
経

済
的
支
援
に
加
え
、
市
内
事

業
者
に
お
け
る
消
費
拡
大
や

地
域
内
経
済
循
環
の
促
進
を

　
ス
テ
ラ
等
に
比
べ
利
用

料
が
最
大
6
倍
と
割
高
で
市

民
の
利
用
を
阻
害
し
て
い
る
。

基
本
料
金
の
引
き
下
げ
や
営

利
加
算
の
見
直
し
は
。

　
負
担
感
が
市
民
利
用
の

促
進
に
結
び
つ
か
な
い
一
因

と
認
識
し
て
い
る
。
来
年
7

月
オ
ー
プ
ン
の
新
施
設
と
同

様
な
時
期
に
見
直
し
を
進
め

る
た
め
、
速
や
か
に
改
正
準

備
に
着
手
す
る
。

災
害
時
の
車
中
泊
避
難

へ
の
対
応

　
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
確
保
や

ペ
ッ
ト
同
行
等
の
理
由
で
車

中
泊
を
選
ぶ
市
民
が
い
る
。

市
と
民
間
施
設
が
協
定
し
た

安
全
な
ス
ポ
ッ
ト
の
確
保
は
。

　
指
定
避
難
所
で
は
、
巡

回
に
よ
る
健
康
相
談
や
情
報

把
握
な
ど
一
元
的
な
支
援
に

努
め
る
。
民
間
協
定
は
設
備

や
人
員
に
課
題
が
あ
る
が
、

多
様
化
す
る
避
難
者
へ
の
支

援
を
検
討
し
て
い
く
。

　
市
街
地
の
真
ん
中
に
残

さ
れ
た
貴
重
な
緑
の
整
備
を
。

公
有
地
化
で
き
な
い
か
。

　
今
後
も
土
地
使
用
貸
借

契
約
を
遵
守
し
、
広
場
を
利

用
す
る
人
の
安
全
に
配
慮
し
、

適
切
な
管
理
を
行
っ
て
い
く
。

　
公
有
地
化
に
つ
い
て
は
、

土
地
所
有
者
で
あ
る
聖
路
加

財
団
の
意
向
を
尊
重
す
べ
き

こ
と
か
ら
難
し
い
も
の
と
考

え
て
い
る
。

国
家
情
報
局
と

大
井
通
信
所

　

基
地
強き
ょ
う

堪た
ん
化か

と
攻
撃

目
標
と
さ
れ
る
こ
と
に
対
す

る
市
民
の
不
安
へ
の
対
応
は
。

　
必
要
に
応
じ
て
国
に
対

し
て
働
き
か
け
て
い
く
と
と

も
に
、
国
や
関
係
機
関
の
動

向
を
注
視
し
て
い
く
。

　
法
案
成
立
に
よ
る
周
辺
住

民
へ
の
監
視
や
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
侵
害
は
想
定
し
難
い
と
認

識
し
て
い
る
。

　
特
殊
詐
欺

の
件
数
は
。

　
本
市
の
特

殊
詐
欺
認
知
件

数
は
令
和
7
年

51
件
、
被
害
額

は
約
１
億
２
千�

万
円
で
あ
る
。

　
特
殊
詐
欺
の
傾
向
は
。

　
特
に
多
い
の
は
オ
レ
オ

レ
詐
欺
で
あ
る
。
令
和
7
年

の
県
内
の
高
齢
者
の
被
害
割

合
は
70
・
６
％
と
さ
れ
て
お

り
、
よ
り
手
口
が
巧
妙
化
し
、

複
雑
化
し
て
い
る
。

　
被
害
防
止
に
向
け
た
啓

発
活
動
は
。

　
防
犯
講
話
や
啓
発
活
動

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
高

齢
者
へ
電
話
機
用
注
意
喚
起

ポ
ッ
プ
を
配
布
し
、
特
殊
詐

欺
被
害
防
止
を
図
っ
て
い
る
。

今
後
も
啓
発
を
継
続
し
て
い

く
。

　
東
入
間
警
察
署
、
自
治

組
織
等
と
の
連
携
は
。

　
情
報
共
有
や
共
同
啓
発

日
陰
の
あ
る
公
園
を

増
や
せ
な
い
か

　
ベ
ン
チ
周
辺
の
日
陰
整

備
は
優
先
的
に
進
め
や
す
い

取
り
組
み
の
一
つ
で
は
な
い

か
。

　
今
後
ベ
ン
チ
周
辺
の
日

陰
確
保
に
つ
い
て
は
日
陰
が

生
じ
る
位
置
を
考
慮
し
設
置

し
て
い
く
。

　
低
コ
ス
ト
で
導
入
で
き

る
簡
易
日
除
け
に
つ
い
て
取

り
組
み
が
可
能
か
。

　
公
園
で
安
全
に
使
用
で

き
る
製
品
開
発
の
動
向
な
ど

を
注
視
し
な
が
ら
対
策
を
検

討
し
て
い
く
。

　
今
後
の
整
備
方
針
と
し

て
日
陰
整
備
を
進
め
る
考
え

は
あ
る
か
。

　
更
新
整
備
工
事
な
ど
を

実
施
す
る
際
に
は
、
日
陰
の

確
保
が
で
き
る
よ
う
な
施
設

や
樹
木
の
配
置
な
ど
を
検
討

し
て
い
く
。

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。市

役
所
の

新
駐
車
場
方
式

　
こ
れ
ま
で
と
変
わ
っ
た

点
は
。

　
昨
今
の
Ｄ
Ｘ
化
に
伴
い
、

Ａ
Ｉ
カ
メ
ラ
式
駐
車
場
を
導

入
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
車
寄
せ
に
よ

る
接
触
防
止
や
駐
車
券
紛
失

な
ど
安
全
性
や
利
便
性
の
向

上
が
図
ら
れ
る
ほ
か
、
Ａ
Ｉ

カ
メ
ラ
式
に
よ
り
防
犯
効
果

の
向
上
も
期
待
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
有
料
で
利
用
し
た

場
合
、
夜
間
の
最
大
料
金
が

軽
減
さ
れ
て
い
る
。

期
日
前
投
票
へ

循
環
ワ
ゴ
ン
無
料
化

　
投
票
率
を
上
げ
る
た
め
、

投
票
済
証
明
書
等
の
提
示
に

よ
る
選
挙
割
が
で
き
な
い
か
。

　
運
行
の
煩
雑
化
等
の
課

題
も
あ
る
た
め
他
市
の
状
況

を
調
査
研
究
す
る
。

　
無
料
化
に
伴
う
財
政
的

措
置
は
。

　
国
・
県
の
選
挙
は
全
額
、

市
の
選
挙
は
２
分
の
１
が
交

付
税
措
置
さ
れ
る
。 

障
が
い
者
を
抱
え
る

高
齢
者
世
帯
へ
の
支
援

　
相
談
体
制
の
連
携
強
化

と
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
も
っ
と

使
い
や
す
く
し
て
は
。

　
親
亡
き
後
を
見
据
え
た

対
応
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
関
係
機
関
の
連
携
強
化

と
相
談
体
制
の
充
実
を
図
っ

て
い
く
。
ニ
ー
ズ
の
把
握
に

努
め
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
共
生
社
会
の
実
現
を

進
め
て
い
く
。

を
行
い
、
関
係
団
体
と
連
携

し
た
事
業
展
開
を
し
て
い
る
。

高
齢
者
の
安
心
の
た
め

の
終
活
支
援

　
課
題
と
取
り
組
み
は
。

　
将
来
へ
の
不
安
を
抱
え

る
高
齢
者
へ
の
支
援
が
課
題

で
あ
り
、
市
社
会
福
祉
協
議

会
と
連
携
し
、
ふ
じ
み
野
み

ら
い
サ
ポ
ー
ト
を
開
始
し
た
。

見
守
り
支
援
や
死
後
事
務
支

援
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
後
の
周
知
、
普
及
啓

発
は
。

　
終
活
講
座
や
出
前
講
座

で
ふ
じ
み
野
み
ら
い
サ
ポ
ー

ト
や
成
年
後
見
制
度
の
周
知

を
図
り
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
努
め
て
い
く
。

野
口　
一
也 

議
員

富
士
山
噴
火
に
備
え

た
防
災
対
策

金
濵　
高
顕 

議
員

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の

補
助

川
島　
秀
男 

議
員

市
内
経
済
と
消
費
活

性
化
ク
ー
ポ
ン
券

民
部　
佳
代 

議
員

産
業
文
化
セ
ン
タ
ー

の
料
金
改
定
は

塚
越　
洋
一 

議
員

市
民
憩
の
森

ど
う
な
る 前

田　
広
子 

議
員

特
殊
詐
欺
被
害
防
止

対
策
の
推
進

アプリで特殊詐欺対策を!

出庫前に精算を

南側地域の文化の発信地

噴火に対する備えを
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道
交
法
改
正
で
自
転
車

の
車
道
通
行
が
進
む
が
、
児

童
の
自
転
車
は
走
行
が
不
安

定
に
な
り
や
す
い
特
有
の
危

険
が
あ
る
。
安
全
の
た
め
児

童
の
自
転
車
は
歩
道
通
行
を

推
奨
す
べ
き
で
は
。

　
小
学
校
の
交
通
安
全
教

室
で
交
通
ル
ー
ル
や
自
転
車

の
正
し
い
乗
り
方
を
指
導
し

て
い
る
。

　
歩
道
は
歩
行
者
優
先
だ
が

児
童
は
歩
道
も
通
行
で
き
る

こ
と
を
警
察
と
連
携
し
指
導

す
る
。

市
の
情
報
を

探
し
や
す
く

　
情
報
を
探
し
や
す
い
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
向
け
て
利
用

者
の
声
を
改
善
に
つ
な
げ
る

仕
組
み
は
。

　
利
用
者
の
声
は
メ
ー
ル

フ
ォ
ー
ム
で
対
応
し
て
い
る
。

各
課
の
要
望
、
チ
ャ
ッ
ト
ボ

ッ
ト
の
利
用
状
況
も
分
析
し
、

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス

が
多
い
ペ
ー
ジ
へ
の
リ
ン
ク

を
設
け
る
な
ど
利
便
性
向
上

に
努
め
る
。

博
物
館
と
学
校
等
と
の

連
携

　
連
携
計
画
は
。

　
小
学
生
の
校
外
学
習
受

け
入
れ
の
ほ
か
、
先
生
に
見

て
も
ら
い
学
校
と
連
携
し
た

施
設
活
用
に
つ
い
て
検
討
す

る
。

　
文
京
学
院
大
学
と
も
協
働
、

連
携
し
た
教
育
、
事
業
を
検

討
し
て
い
く
。

　
交
通
事
故
や
ス
ポ

ー
ツ
外
傷
、
転
倒
な
ど

の
後
に
生
じ
得
る
脳
脊

髄
液
減
少
症
が
、
早
期

発
見
・
治
療
に
結
び
つ

く
よ
う
、
学
校
や
ス
ポ

ー
ツ
関
係
団
体
等
に
も

分
か
り
や
す
く
周
知
す

べ
き
で
は
。

　
脳
脊
髄
液
減
少
症

の
原
因
と
症
状
を
は
じ
め
、

診
察
や
治
療
が
受
け
ら
れ
る

医
療
機
関
の
情
報
を
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
て
周
知
し
て
い

る
。
引
き
続
き
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
内
容
の
充
実
を
図

っ
て
い
く
。

　
さ
ら
に
、
教
育
委
員
会
と

連
携
し
児
童
・
生
徒
及
び
保

護
者
へ
周
知
す
る
と
と
も
に
、

市
内
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
配
架
す
る
な
ど

周
知
し
て
い
き
た
い
。

小
・
中
学
校
の

生い
の
ち命
の
安
全
教
育

　
国
が
今
年
3
月
に
デ
ジ

　
大
井
・
苗
間
第
二
地
区

の
事
業
化
は
。

　
平
成
17
年
の
意
向
調
査

の
結
果
、
土
地
所
有
者
等
か

ら
合
意
を
得
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。

　
調
査
件
数
は
。

　
土
地
所
有
者
等
５
９
８

件
中
３
３
２
件
か
ら
回
答
が

あ
っ
た
。
協
力
す
る
83
件
、

協
力
で
き
な
い
19
件
、
内
容

に
よ
り
協
力
す
る
が
２
２
１

件
で
あ
る
。

　
協
力
す
る
、
内
容
に
よ

り
協
力
す
る
を
合
わ
せ
る
と

３
０
４
件
で
あ
る
が
、
な
ぜ

進
め
な
い
の
か
。

　
土
地
区
画
整
理
法
で
は

3
分
の
2
以
上
、
ま
た
埼
玉

県
の
指
導
で
は
9
割
以
上
の

賛
成
で
事
業
認
可
と
し
て
い

る
。

　
３
０
４
件
の
割
合
は
。

　
回
収
率
56
％
の
中
で
は
、

91
％
と
認
識
し
て
い
る
。

　
91
％
な
ら
土
地
所
有
者

等
か
ら
の
合
意
が
得
ら
れ
な

　
福
岡
中
央
公
園
周
辺
な

ど
、
都
市
再
生
特
別
措
置
法

に
基
づ
く
、
滞
在
快
適
性
等

向
上
区
域
に
設
定
し
て
は
。

　
設
定
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
、
皆
さ
ん
が
歩
き
た
く

な
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
く
。

防
災
井
戸
の

破
損
想
定
を

　
災
害
時
の
水
の
濁
り
を

想
定
し
、
ろ
過
装
置
や
浄
水

装
置
の
設
置
を
す
べ
き
で
は
。

　
他
市
自
治
体
の
事
例
等

を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　
学
校
や
保
育
所
の
給
食

を
活
用
し
、
地
域
農
業
を
支

え
る
仕
組
み
づ
く
り
は
で
き

な
い
か
。

　
地
場
産
物
の
活
用
は
輸

送
距
離
の
短
縮
に
よ
る
環
境

負
荷
低
減
に
も
つ
な
が
る
。

　
学
校
給
食
で
の
活
用
は
課

題
も
あ
る
が
、
給
食
関
係
者

と
農
業
関
係
者
双
方
の
協
力

が
必
要
で
あ
り
、
相
互
理
解

を
深
め
る
た
め
に
意
見
交
換

の
場
を
設
け
る
こ
と
は
有
用

で
あ
る
。

　
ま
た
、
環
境
基
本
計
画
策

定
に
当
た
り
、
関
係
部
署
が

連
携
し
、
地
産
地
消
の
推
進

タ
ル
性
暴
力
や
性
的
同
意
な

ど
を
追
記
し
た
生
命
の
安
全

教
育
の
取
り
組
み
は
。

　
改
訂
さ
れ
た
内
容
が
道

徳
や
特
別
活
動
、
保
健
体
育

な
ど
の
年
間
指
導
計
画
の
中

で
適
切
に
位
置
付
け
ら
れ
る

よ
う
指
導
し
て
い
く
。

　
保
護
者
へ
の
周
知
は
。

　
生
命
の
安
全
教
育
に
係

る
授
業
等
を
実
施
す
る
際
に
、

お
便
り
等
を
通
じ
保
護
者
に

事
前
に
授
業
の
狙
い
や
内
容

を
説
明
し
、
保
護
者
の
参
加

を
促
し
て
理
解
促
進
が
図
ら

れ
る
よ
う
各
学
校
と
連
携
し

て
い
く
。

か
っ
た
と
の
解
釈
は
違
う
の

で
は
な
い
か
。

　
土
地
区
画
整
理
事
業
は

地
権
者
の
合
意
に
よ
り
成
り

立
っ
て
い
る
。
大
き
な
ウ
エ

イ
ト
は
土
地
を
持
っ
て
い
る

地
権
者
、
農
家
の
人
に
な
る
。

農
家
地
権
者
は
多
大
な
減
歩

を
し
て
ま
で
こ
の
事
業
を
す

る
必
要
が
な
い
と
い
う
意
見

が
あ
っ
た
。

白
線
等
の
路
面
標
示

　
路
面
標
示
が
消
え
て
い

た
り
、
薄
く
な
っ
て
い
る
が
。

　
計
画
的
な
修
繕
と
緊
急

的
修
繕
を
実
施
し
て
い
る
。

　
市
民
か
ら
要
望
が
あ
っ
た

場
合
は
現
地
を
確
認
し
て
適

時
修
繕
し
て
い
く
。

Ａ
Ｉ
活
用
で

業
務
の
効
率
化
を

　
市
役
所
の
全
庁
的
な
生

成
Ａ
Ｉ
の
積
極
活
用
を
目
指

す
の
で
あ
れ
ば
、
Ａ
Ｉ
・
ロ

ボ
テ
ィ
ク
ス
の
活
用
を
推
進

す
る
専
門
セ
ク
シ
ョ
ン
が
必

要
で
は
。

　
ま
ず
は
既
存
の
組
織
を

最
大
限
活
用
し
、
業
務
の
効

率
化
に
つ
な
げ
た
い
。

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ 

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
へ

の
対
応
を

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授

業
に
お
け
る
教
職
員
の
指
導

力
強
化
の
実
態
は
。

　
よ
り
良
い
活
用
に
つ
い

て
、
指
導
・
助
言
を
行
っ
て

い
る
。

　
ま
た
、
夏
季
休
業
中
の
研

修
に
よ
り
効
果
的
な
活
用
の

普
及
に
努
め
て
お
り
、
研
究

成
果
を
市
内
各
校
で
共
有
し

て
い
る
。

に
向
け
た
施
策
や
行
動
指
標

の
設
定
を
進
め
る
。

こ
ど
も
の
未
来
を
育
む

条
例

　
取
り
組
み
状
況
は
。

　
児
童
セ
ン
タ
ー
で
は
こ

ど
も
運
営
委
員
会
を
実
施
し
、

子
ど
も
の
意
見
を
イ
ベ
ン
ト

等
に
反
映
し
て
い
る
。
令
和

8
年
度
か
ら
は
児
童
セ
ン
タ

ー
の
ル
ー
ル
作
り
に
関
わ
る

こ
ど
も
会
議
な
ど
の
新
規
事

業
も
予
定
し
て
い
る
。

　
学
校
で
は
児
童
会
や
生
徒

会
活
動
を
通
し
て
児
童
・
生

徒
自
身
が
ル
ー
ル
や
活
動
を

決
め
、
取
り
組
み
を

進
め
る
こ
と
で
互
い

を
理
解
し
他
者
を
尊

重
す
る
心
を
育
ん
で

い
る
。
中
学
校
で
は

社
会
科
の
公
民
的
分

野
で
児
童
の
権
利
に

関
す
る
条
約
や
こ
ど

も
基
本
法
に
つ
い
て

学
ん
で
い
る
。

板
倉　
篤 

議
員

子
ど
も
の
安
全
な

自
転
車
利
用
へ

鈴
木　
美
恵 

議
員

脳
脊
髄
液
減
少
症
の

周
知

原
田　
雄
一 

議
員

土
地
区
画
整
理
事
業

未
着
手
の
大
井
・
苗
間

小
林　
憲
人 

議
員

安
心
安
全
に

歩
い
て
回
れ
る
街
を

小
林　
久
美 

議
員

未
来
に
つ
な
ぐ

地
域
農
業

　将来、どんな仕事をやってみたいですか。
　かすみさん �パティシエになりたいです。家でクロ

ワッサンや白玉を作ったりします。
　　あすかさん �警察官になりたいです。白バイがカッ

コいいので乗りたいと思います。
　　かいとさん �ラーメン屋さんです。家系ラーメンと

かが好きです。
　普段どんな遊びがはやってますか。
　かすみさん �手押し相撲をしたりします。

　　あすかさん �学校の七色川という小さい川で、ザリ
ガニ採りをします。

　　かいとさん �学校ではサッカーをしています。

　市内でよく行く場所はどこですか。
　かすみさん�・あすかさん �

�ステラ・イーストのイベントに行ったり
します。

　　かいとさん �西児童センターなどに行きます。

エコラボフェスタに来ていた小学生に、将来の夢や遊びなどについて聞きました

連 載 企 画
子どもたち子どもたちにに聞きました聞きました 子どもたちの夢と最近の遊び

ふじみ野産に貼られる
ふじみ野菜発見認証マーク

ルールの正しい理解を

未着手の
勝瀬苗間通り2号線

一 般 質 問 一 般 質 問

釜
か ま た

田 明
あ す か

日花さん釜
か ま た

田 花
か す み

純さん 小
こばやし

林 凱
か い と

人さん

福岡中央公園
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市議会議員による時候のあいさつ状、寄附行為等は、
法律で禁止されています。ご理解をお願いします。

議会広報常任委員会
 委 員 長　床井　紀範
　委　員　小林　久美
　委　員　前田　広子
　委　員　鈴木　美恵

副委員長　古越　孝子
　委　員　田中　早苗
　委　員　鈴木　宏樹

6月定例会の傍聴者は67人でした。
次の定例会の
開  会  予  定：  
市役所 4階議場で開催します

９月１日 午前9：30～

市議会だよりは、ふじみ野市のホー
ムページからも閲覧できます。
市議会の会議録も見られます。
録画放映やSNSもご覧ください。
ふじみ野市議会 検索

請願締切予定：8月21日  午前10：00請願締切予定：8月21日  午前10：00

表紙の題字を書いてくれた人
大井中学校　２年  金

かね
子
こ
　遥

はる
乃
の
さん

　夏の風物詩である、おおい祭り、上福岡七夕まつり
などの行事を通して、まちの活気と地域のつながりを
感じています。
　さて、大雨による災害も各地で発生しており、防災
気象情報に新しい警戒レベルなどが加わり、分かりや
すくなりました。こうした情報を確認し、急な大雨に
備えた早めの行動を心がけていきたいと思います。
　また、物価高騰が続く中、本市で配付された消費活
性化クーポン券が、家計を支える一つの手立てとなれ
ることを期待しています。
　これからも、市政や議会を身近に感じていただける
よう、分かりやすい紙面づくりに努めてまいります。
� （田中早苗）

編集委員が
インタビュー !

表紙：働く人シリーズに寄せて

観光農園業者さん観光農園業者さん に伺いましたに伺いました

Q	どのようなお仕事をされていますか。
A	ブルーベリーを中心とした観光農園を営んで

います。十数種類のブルーベリーのほか、栗
や柿、キウイも育てています。収穫期以外は
剪定や草刈りなど手入れが中心で、おいしい
実を育てるため一年を通して農園の管理をし
ています。

Q	仕事のやりがいを教えてください。
A	シーズンが始まると、「今年も待っていたよ」

「楽しみにしていたよ」と毎年来てくださる
お客さんに声を掛けてもらえます。その言葉
を聞くと、半年以上かけて手入れをしてきて
本当に良かったと感じます。

Q	地域との関わりで大切にしていることはあり
ますか。

A	消防団にも所属し、地域の仲間と活動するこ

とも楽しみの一つです。
 　　また、町会の皆さんがブルーベリー狩りを

企画して来園してくださることも多く、地域
のつながりの大切さを実感しています。町会
活動を通して地域の魅力を知るきっかけにも
なると思います。

Q	これからの目標を教
えてください。

A	できるだけ農薬を使
わず、土を大切にし
た農園を続けていき
たいと思っています。
将来、子どもたちが
農業をやりたいと思
ったときに受け継げ
る環境を残すことが
目標です。

雪
ゆき

平
ひら

　泰
やす

利
とし

さん

　私は、中学校の卓球部に所属しています。大会
では幅広い年代の方と交流できる機会があり、地
域の人と関わるきっかけにもなります。これから
も、スポーツを通して活気あふれるふじみ野市が
続いてほしいと思います。

編集後記

12ふじみ野市議会だより第 82 号〔R8.8.1 発行〕


